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登録申請のスケジュール

2021
10/1

2023
3/31

2023
9/30

2023
10/1

申請の
受付開始

原則
申請期限

困難な事情あり
申請期限

インボイス
制度開始

「困難な事情」は、その困難な度合いは
問いません。「制度について、よく
考えたため」などで良いでしょう。

登録件数
1,205,091件

（2022年9月末現在）
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2．消費税計算のしくみとインボイス方式

売上 33,000円 消費税3,000円

仕入 22,000円 消費税2,000円

差引納税する消費税 1,000円
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３．どうするか、どうすべきか～

いろいろな業種、事例で検討します

建設業 飲食業 小売業

サービス業
不動産
貸付業
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建設業で課税事業者の場合

① 3/31までに登録しましょう

② 下請け・材料仕入先に対して

あなたが簡易課税の場合

⇒下請等が登録しなくても問題ありません

あなたが原則課税の場合

⇒下請等に登録してもらう必要があります
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建設業で免税事業者の場合

① 元請け先が簡易課税の場合

⇒登録しなくとも仕事がもらえる可能性はあります

② 元請け先が原則課税の場合

⇒登録を求められます。登録しないと仕事がもらえなくなる

おそれがあります

登録し消費税の課税事業者となります

登録せず、消費税分値引きされて仕事をもらえる場合も考

えられます
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飲食業で課税事業者の場合

① 3/31までに登録しましょう

② 材料仕入先に対して

あなたが簡易課税の場合

⇒仕入先が登録しなくても問題ありません

あなたが原則課税の場合

⇒仕入先に登録してもらうか、登録事業者の仕入れ先に

変更する必要があります
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飲食業で免税事業者の場合

① お客が法人の場合、インボイスを求められます

法人客が多い場合、登録することを検討しま

しょう

② 個人のお客が大半の場合、登録しなくても

売上に影響はありません
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小売業で課税事業者の場合

① 3/31までに登録しましょう

② 仕入先に対して

あなたが簡易課税の場合

⇒仕入先が登録しなくても問題ありません

あなたが原則課税の場合

⇒仕入先に登録してもらうか、登録事業者の

仕入れ先に変更する必要があります
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小売業で免税事業者の場合

① 顧客が法人の場合、インボイスを求め

られます。

⇒登録するか検討が必要です

② 顧客が個人の場合、登録する必要はあり

ません
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サービス業で課税事業者の場合

① 3/31までに登録しましょう

② 仕入先等の選別

あなたが簡易課税の場合

⇒仕入先等が登録事業者でなくても問題ありません

あなたが原則課税の場合

⇒仕入先等を登録事業者に変更する必要があります
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① 顧客が課税事業者の場合、インボイスを求め

られます。登録するか検討が必要です

② 顧客が個人や免税事業者の場合、登録する必要

はありません

サービス業で免税事業者の場合
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① 3/31までに登録しましょう

② 仕入先等の選別

あなたが簡易課税の場合

⇒仕入先等が登録事業者でなくても問題ありません

あなたが原則課税の場合

⇒仕入先等を登録事業者に変更する必要があります

不動産貸付業で課税事業者の場合
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① 顧客が課税事業者の場合、インボイスを求められます。

登録するか検討が必要です

② 顧客が個人や免税事業者の場合、登録する必要はあ

りません。

不動産貸付業で免税事業者の場合
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① 課税事業者は「適格請求書発行事業者の登録申請書」を2023

年3月31日までに税務署に提出します

② 免税事業者で、インボイス発行事業者を選択する方は「適格

請求書発行事業者の登録申請書」を2023年3月31日までに税

務署に提出します。簡易課税を選択する場合は、「簡易課税選

択届出書」を2023年12月31日までに提出します

③ 免税事業者で、登録するか迷っている方は2023年8月ころまで

様子をみて判断しましょう

４．登録の手順と対応

登録者が少なく、インボイス制度が延期または中止になる可能性もあります
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2023年10月から12月までの３か月間の取引につ

いて、2023年分の確定申告で消費税の申告と納税を

します（2024年3月31日期限）

登録番号が届いたら、請求書・領収書に登録番号

を記載する準備をします

５．登録後はどうなるか
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経過措置はあるが本質的な解決にはなりません



登録番号のある請求書・領収書の経理

実務の負担①
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●「国税庁適格請求書発行事業者公表サイト」で確認する

課税仕入10% 課税仕入8%（軽） 課税仕入8%

非課税 不課税

などに税率区分して記帳しなければなりません



登録番号のない請求書・領収書の経理

実務の負担②

課税仕入10%（80%控除）

課税仕入8%（軽・80%控除）

課税仕入8%（80%控除）

非課税

不課税

などに税率区分して記帳しなければなりません

17



平成28年度の税制改正で、軽減税率（複数税率）制度の創設と、
インボイス方式（適格請求書等保存方式）の導入が決定

問題点

課税事業者 事務負担が増加します

免税事業者からの仕入税額控除ができなくなります

免税事業者 取引から排除されるおそれがあります

課税事業者選択で消費税納税が発生します

６．制度導入の経緯と問題

今後、複数税率で消費税の引上げが容易になります

18



免税事業者に課税か廃業をせまり、課税事

業者に負担をふやすインボイス制度は中止す

るしかありません

導入中止・延期の声が広がっています。反

対の運動をさらに強めていきましょう

７．制度の中止をもとめる
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STOP!インボイス 2022.10.26

日比谷MEETING
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STOP!インボイス 2022.10.26日比MEETING
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